
《 説明 》

共同研究について

期日 令和５年（2023年）８月31日(木)
場所 十勝教育研修センター

北海道教育研究所連盟共同研究推進委員会

１ 北海道教育研究所連盟（道研連）

共同研究について

２ 第17次共同研究の成果と課題について

３ 第18次共同研究の概要について

内容
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１ 北海道教育研究所連盟（道研連）
共同研究について
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道研連共同研究とは

○昭和44年に第１次共同研究が開始

○道研連に加盟する加盟機関の所員等
によって構成

共同研究推進委員（12名）が推進

全ての加盟機関が対象

１ 北海道教育研究所連盟（道研連）共同研究について
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共同研究推進委員の選出(H27～）

全道各地の
所員等12名

道研２ 札幌１ 道教大１

道北

道央

道南
道東

１ 北海道教育研究所連盟（道研連）共同研究について
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○石狩教育研修センター ○後志教育研修センター

○上川教育研修センター ○留萌管内教育研究所

○胆振教育研究所 ○室蘭市教育研究所

○十勝教育研究所 ○釧路教育研究所

○札幌市教育センター

○北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター

から各１名

●北海道立教育研究所から２名

令和５年度の共同研究推進委員

１ 北海道教育研究所連盟（道研連）共同研究について
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２ 第17次共同研究の成果と課題に
ついて
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研究主題

学びに向かう力の育成に向けた
指導と評価の在り方

２ 第17次共同研究の成果と課題について
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研究のねらい
各教育研究所・研修センターが学校支援のため

に活用する、学習指導や学習評価に関する実践事
例の収集・提供や参考資料の作成により、学びに向
かう力の育成に向けた授業力の向上に資する。

２ 第17次共同研究の成果と課題について

研究内容１
学びに向かう力の育成に向けた学習指導
研究内容２

主体的に学習に取り組む態度を見取る学習評価

8

２ 第17次共同研究の成果と課題について

(1)学びに向かう力の育成を目指した指導計画
及び評価事例の作成

(2)各教育研究所・研修センターが所管する域
内の学校における実践事例の収集

(3)「指導案バンク」の作成・運営
※学びに向かう力の育成に向けた指導計画や
実践事例等についての相互交流の場とする。

(4) 実践事例を基にしたリーフレットの作成

研究内容
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① 実践に基づいた単元の指導計画やワークシート、評価の実際等を指導案
バンクに掲載することができた。

② 評価の場面を精選した指導計画を構想したことにより、指導と評価の一
体化がなされ、教職員の負担軽減や授業観の転換がなされた。

③ ルーブリックを作成することにより、教師の指導の方向性が明確になり
評価の方針を子どもと共有することで、子どもが見通しや目標をもったり
振り返りが充実したりし、子どもの学習への満足感が高まった。

④ ルーブリックの作成において、Ｂ基準とＡ基準の違いを明確にすること
や、Ｃ基準の表記の仕方など、評定の在り方について、共同研究推進委員
の中で共通見解をもつことができた。

⑤ 個に応じた指導の充実に向けて「努力を要すると判断される」状況(Ｃ)
の子どもにどのような支援を行うか協議を重ね、理解を深めることができた。

⑥ 各教育研究所・研修センターが所管する域内の学校における実践事例や
ルーブリックの考え方についての参考資料としてリーフレットを作成した。

「学びに向かう力の育成に向けた指導と評価の在り方」

２ 第17次共同研究の成果と課題について

○第17次共同研究の成果
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２ 第17次共同研究の成果と課題について

道研連

○第17次共同研究の成果
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２ 第17次共同研究の成果と課題について

○第17次共同研究の成果

２ 第17次共同研究の成果と課題について

○第17次共同研究の成果



２ 第17次共同研究の成果と課題について

○第17次共同研究の成果

・「個別最適な学び」、「協働的な学び」の実践に向け

た具体と主体的に学習に取り組む態度との結び付き

・指導案バンクの活用

・ルーブリックの評価項目の設定の仕方や実際の評価

事例

・ICTを活用した実践事例

・授業実践例のより詳しい内容

第17次共同研究において、もっと知りたかった内容(一部抜粋)

２ 第17次共同研究の成果と課題について



○第17次共同研究の課題と今後に向けて

① 研究を進める上での具体的な業務内容の見通しがもてるようにする必
要がある。

② 実践事例の収集や、教育実践の共有等、具体的な業務推進について
明確にする必要がある。

③ 共同研究推進委員の一存で、できることとできないことがあるため、
負担感のない業務推進にする必要がある。

④ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた授
業について、取組のイメージを共有し、また、多くの事例を集めるだけ
ではなく、分析してポイントを絞っていく必要がある。

⑤ 各学校においてＩＣＴ活用のための環境整備の支援は今後もニーズ
があるので、効果的な支援の取組を共有する必要がある。

⑥ リーフレット及び指導案バンクは教員からのニーズがあるので、継続
して掲載しておく必要がある。

２ 第17次共同研究の成果と課題について
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３ 第18次共同研究の概要について
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３ 第18次共同研究の概要について

全ての子どもたちの可能性を引き出す
個別最適な学びと、協働的な学び

出典：「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申 ）」【総論解説】 令和３年 中央教育審議会

出典：「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申 ）」【総論解説】 令和３年 中央教育審議会

３ 第18次共同研究の概要について



第18次共同研究テーマ

一人一人の子どもを主語にする
学校教育の実現に向けて

３ 第18次共同研究の概要について
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一人一人の子どもを主語にする学校教育の実現に向けて

【ねらい】
各教育研究所・研修センターがより連携・協働できる体制を整備し、

学校支援のために活用する、個別最適な学びと協働的な学びの実践
事例の収集・提供をすることにより、子どもの主体的な学びを支援する
伴走者としての教職員の能力の向上に資する。

【研究内容１】
全ての子どもたちの可能性を引き出す

「個別最適な学び」と「協働的な学び」

【研究内容２】
子どもの成長を支える連携・協働体制の構築

道研連加盟機関である各教育研究所・研修センターの

３ 第18次共同研究の概要について



北海道教育研究所連盟第18次共同研究（令和５年度～令和７年度）推進計画

研究内容１ 研究内容２

【２年次のゴール】

○ １年次に収集した事例の評価・改善・実践

【３年次のゴール】

○ 実践事例の普及・還元

（道研連Webページの掲載・リーフレット等配付）

【１年次のゴール】

○ 収集した実践事例（授業のイメージ）の共有

実践事例の協議

【１年次のゴール】

○ 連携・協働の在り方について共有

○ 「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を実現

する授業の構想や実践事

例の協議を通して、授業

のイメージを共有する。

○ 各教育研究所・研修セン

ターに蓄積された事業内容

の実態把握を通して、研究

所の連携・協働の在り方を

検討し、共有する。

【２年次のゴール】

○ 複数の加盟機関が連携・協働した事業の実践・交流

（道研連研究発表大会等）

【３年次のゴール】

○ 持続可能な連携・協働体制の構築に向けた改善・普及

一人一人の子どもを主語にする
学校教育の実現に向けて

全ての子どもたちの可能性を引き出す
「個別最適な学び」と「協働的な学び」

子どもの成長を支える連携・協働体制の構築

授業構想の交流

R5

R6

R7

R5

R6

R7

子どもの学びの姿について共有

第２回

第３回

第１回

連携・協働の在り方の検討

連携・協働の実態の共有

研究内容の周知

第２回

第３回

第１回

ＩＣＴの効果的な活用

集
め
る

磨
く

広
め
る

実態の把握授業の構想

授業の実践 連携の構想

子どもの主体的な学びを
支援する伴走者として

３ 第18次共同研究の概要について

全ての子どもたちの可能性を引き出す
「個別最適な学び」と「協働的な学び」

(1) 「個別最適な学び」に関する授業実践例
ア 指導の個別化

子ども一人一人の特性・学習進度・学習到達度に
応じた指導方法・教材等の工夫

イ 学習の個性化
子ども一人一人の興味・関心・キャリア形成の方向

性に応じた学習活動や課題に取り組む機会の設定

(2)   「協働的な学び」に関する授業実践例
多様な他者と協働し、異なる考え方が組み合わさり、

よりよい学びを生み出す学習活動や場面の設定



24

参考：令和４ 年度小・中学校教育課程編成の手引【総則編】 北海道教育委員会

３ 第18次共同研究の概要について
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参考：令和４ 年度小・中学校教育課程編成の手引【総則編】 北海道教育委員会

３ 第18次共同研究の概要について



参考：令和４ 年度小・中学校教育課程編成の手引【総則編】 北海道教育委員会

３ 第18次共同研究の概要について
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集
め
る

磨
く

広
め
る

【参考動画】
子どもの主体的な
学びを実現する中
学校でのクラウド
活用（春日井市立
高森台中学校）

３ 第18次共同研究の概要について
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○ 動画における授業のイメージ
・ 生徒が、自分のペースに合わせて学習している。
・ 生徒同士の対話により、授業が進んだり、課題解決し

たりしている。
・ アウトプットを中心とした主体的な学びになっている。
・ 端末の機能を存分に生かしている。

○ このような授業においてポイントとなりそうなこと
・ 教員間で授業のイメージを共有すること。
・ 一人一人が学習に向かうための目的意識のもたせ方。
・ 児童生徒のコメントの生かし方。
・ 個人のペースで進められるが、それが難しい子どもへ

の支援や子ども同士の助け合いが必要。

３ 第18次共同研究の概要について
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集
め
る

磨
く

広
め
る

３ 第18次共同研究の概要について

29



【道研連夏季所員学習会】７月28日（金）開催

３ 第18次共同研究の概要について
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３ 第18次共同研究の概要について

個別最適な学び

子どもが
主体的に活用

※帯広市教育研究所から資料提供



３ 第18次共同研究の概要について
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北海道教育研究所連盟第18次共同研究（令和５年度～令和７年度）推進計画

研究内容１ 研究内容２

【２年次のゴール】

○ １年次に収集した事例の評価・改善・実践

【３年次のゴール】

○ 実践事例の普及・還元

（道研連Webページの掲載・リーフレット等配付）

【１年次のゴール】

○ 収集した実践事例（授業のイメージ）の共有

実践事例の協議

【１年次のゴール】

○ 連携・協働の在り方について共有

○ 「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を実現

する授業の構想や実践事

例の協議を通して、授業

のイメージを共有する。

○ 各教育研究所・研修セン

ターに蓄積された事業内容

の実態把握を通して、研究

所の連携・協働の在り方を

検討し、共有する。

【２年次のゴール】

○ 複数の加盟機関が連携・協働した事業の実践・交流

（道研連研究発表大会等）

【３年次のゴール】

○ 持続可能な連携・協働体制の構築に向けた改善・普及

一人一人の子どもを主語にする
学校教育の実現に向けて

全ての子どもたちの可能性を引き出す
「個別最適な学び」と「協働的な学び」

子どもの成長を支える連携・協働体制の構築

授業構想の交流

R5

R6

R7

R5

R6

R7

子どもの学びの姿について共有

第２回

第３回

第１回

連携・協働の在り方の検討

連携・協働の実態の共有

研究内容の周知

第２回

第３回

第１回

ＩＣＴの効果的な活用

集
め
る

磨
く

広
め
る

実態の把握授業の構想

授業の実践 連携の構想

子どもの主体的な学びを
支援する伴走者として
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【説明・協議２】第18次共同研究１年次に係る業務推進について
年間スケジュールについて

５月12日(金) 【第１回 共同研究推進委員会】※オンライン

６～10月 ・授業の構想
・各教育研究所・研修センターに蓄積された実践等の実態の把握

７月28日(金) 夏季所員学習会
８月31日(木)
９月１日(金)

【第78回北海道教育研究所連盟研究発表大会(十勝大会)】
・研究発表

10月20日(金)
【第２回 共同研究推進委員会】※オンライン
・収集する実践事例の方向性(形式や内容等)の確認
・複数の研究所・センターが連携した取組に係る協議

11月24日(金) 冬季所員学習会
11月～12月 ・授業の実践

１月12日(金)
【第３回 共同研究推進委員会】※オンライン
・収集した実践事例を道研連加盟機関に共有
・連携・協働体制や連携した実践内容の方向性の確認
・第18次共同研究２年次に向けて

２月７日(水) 【連盟委員会】Ｒ５事業報告 Ｒ６事業計画提案 34

《 説明 》

共同研究について

期日 令和５年（2023年）８月31日(木)
場所 十勝教育研修センター

北海道教育研究所連盟共同研究推進委員会


